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春 で す ね

住 吉 尚
（釧路支部）

3月15日は北獣の理事会で札幌へ行きました。街には
ほぼ雪がなくなり、春近し、が強く感じられました。こ
のまま順調にいけば、今年の春はずいぶん早そうですね。
釧路に帰って、18日には久しぶりに釣りに出かけまし

た。今時期ですから釣りの獲物は限られています。今日
は産卵中のチカが狙いです。私が釣り場に着くと既に10
人ほどが思い思いの場所で竿を出していました。さて！
と水面を見ると、昨夜の冷え込みのせいでしょうか？全
面が結氷しています。氷が薄そうに見えたので、竿に20
号の重りを付けて氷をトントンと突いてみましたが残念
ながら重さが少し足りないようで穴が開きません。そこ
でどなたかが開けた穴を使うことにしましたが、穴が小
さくてちょうど4．5mの竿で糸が真っすぐに入る距離で
す。穴の縁に針が触ると氷に引っかかってしまいます。
苦労しながらの釣りが強いられますが、仕方がありませ
ん。私たちから150mほど離れた場所に高さ4～5mほ
どの盛土があり、この上に1羽のタンチョウがいます。
時々コー、コーと鳴いているので、仲間を呼んでいるの
でしょう。まだ魚も釣っていないのに、氷に引っ掛けて
仕掛けを失くしたので、新しい仕掛けを出して竿も長い
ものと交換して、再チャレンジです。すると先程氷に引っ
掛けて失くした仕掛けが絡まってきました。今度は絡
まった仕掛けを解かねばなりません。歳を取って老眼が
進んでいますから、細い糸が良く見えません。イライラ
して一方の仕掛けを切って捨て、やっと釣り再開です。
ぽつぽつですが釣れ始めました。こうしている間にも氷
は目に見えて薄くなってきました。氷の下で落ち葉が下
流へと流れていきます。これに対して氷は上流へと移動
しながら急速に薄くなっていきます。風の影響でしょう
か？またタンチョウの声がします。私たちが釣りをして
いる水路の背面は住宅街です。この住宅街の更に向こう
側には大きな沼があります。その沼の方から住宅街を越
えて1羽のタンチョウが、先程からタンチョウがいる盛
土に飛来しました。すると、2羽で早速鳴き合いが始ま
りましたので、夫婦のようです。おっと！ググッと手ご
たえがあり、また1匹釣れました。頭の上をオオハクチョ

ウが4羽で飛んで行きます。こちらはタンチョウより
ずっと軽い声でコーコーコーと鳴きながら飛んで行きま
す。もうすぐ北帰行が始まるのでしょうね。今後は盛土
の上からコッコッコッコッとタンチョウが交尾する時の
特有の鳴き声がします。雌が雄に交尾を求めて、頭を下
げ羽根を半開きにして少しかがんで、鳴きながら交尾を
誘います。雄が雌に乗り交尾が成立するのですが、この
時はココココと鳴き声がだんだん早くなります。もうす
ぐタンチョウも産卵期です。氷が薄くなって水路の奥で
重なっていきます。氷がある時は氷の下でチカがキラキ
ラと見えていたのですが、氷が邪魔でなかなか釣りにく
くて、早く氷が失くなれば良いのにと思っていました。
でも今度は氷が溶けて釣り易くはなりましたが、魚は氷
と共に行ってしまったようで、なかなか釣れなくなりま
した。時々ケケケケと甲高いオジロワシの声が聞こえて
きます。こちらはもう抱卵しているのでしょう、1羽だ
けで飛んでいます。飛んでいるのは雄でしょうか。沼に
は沢山のカモ類やオオバンがいますから、これを獲物に
狙っているのでしょう。ようやくチカの群れが私の前に

北帰行が近いオオハクチョウ

沼に群れていたオオバン
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見えてきました。沢山のチカがそこにいるからと言って、
どんどん釣れるわけではありません。特に産卵に集まっ
ている群れの大部分は、餌には見向きもしないものです。
またチカのサビキ仕掛けは羽根が付いているだけですか
ら、積極的に食べには来てくれません。特にこの場所の
チカはわざわざサシなどの餌を付けても釣果が上がらな
いと言う特徴があります。市販のサビキ仕掛けには色々
なものがありますが、私好みはサバ皮です。ビニール系
の羽根は私が信用していないせいかあまり成績が良くな
いような気がしています。これらの疑似餌は使う側が信
用するかどうかで、本当に魚がどう見ているか？とは少
し違いがありますね。使う側が「これで釣れなければ今
日はダメな日」と割り切れるかどうかなのです。また疑
似餌によっては「これで1匹釣れると面白いよねー！」
と言う遊び心で使う場合も多いのですが、チカ釣りでは
やはり「数が欲しい！」となりますからね。釣り人は色々
気難しい生き物なのです。釣り場は？とか、仕掛けは？
とか、明日の天気は？とか、潮回りは？とか、いろいろ

考えながら釣りに行きますから、老人のボケ防止には良
いレジャーではないでしょうか。さてさて今日はワカサ
ギのような小さなものから20cmを越える大きなものま
で、さまざまなサイズのチカが釣れました。今晩は小さ
なチカを天ぷらにして、大きなチカは干して犬のおやつ
用にしますかね。大きなチカのフライも美味しいですよ
ね、などと考えながら遅い昼食をコンキリエで食べて
帰って来ました。満足な1日でしたが帰ってひと休みす
ると釣った魚を処理しなければなりません。あまりに大
漁ならこれが苦痛になりますから、いくら釣れているか
らと言って、釣り過ぎは良くありません。自分の処理能
力を過信しないでくださいね。少し足りないぐらいが
ちょうど良いのです。せっかくの趣味が夫婦仲にひびを
入れるようなことになりかねませんから。
3月24日は所用があり、北見へと行ってきました。我
が家を出たのは10時頃です。気温は10℃ほどで雨上がり、
雨上がりの道路は乾き始めていました。阿寒町を過ぎる
ころには気温が5℃ほどに下がりました。行くほどに道
路は乾いてくるものと思っていましたが、逆に濡れてき
ました。阿寒湖畔では気温が0℃。峠では－2℃まで下
がりました。でも道路は昨日まで気温が高かったからで
しょうか？凍結はしていませんでした。ホッとして相生
の道の駅でひと休み。オホーツク海側は天気が良いもの
と思っていましたが、逆に小雨模様で道路もべちゃべ
ちゃでした。翌日は宿を8時に出て、美幌峠を越えまし
た。屈斜路カルデラの中にオサッペと言う所があります
が、ここではタンチョウは見えませんでしたが、沢山の
オオハクチョウが見られました。彼らはここから峠を越
えてオホーツク海側に出て更に北上していくのでしょう。
札友内でタンチョウのペアーを見て、南弟子屈では10羽
ほどのタンチョウが飛んで行くのを見ました。さらに進沼と水路の交点付近

釣れたチカ 今年初めて見たタンチョウの抱卵
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んで磯分内まで来ましたので、いつもタンチョウが営巣
している場所に行って見ました。すると予想通りに沼の
縁に座っているタンチョウが見え、このタンチョウから
7～8m離れて立っているタンチョウが見えました。多
分まだ産卵直後なのでしょう。座っているのは雌、立っ
ているのは雄かな？と勝手に想像してしまいました。
チカが釣れていたあの水路も18日にはまだ氷が張って
いて周りは雪もあったのですが、30日には全く雪らしい
ものも全く見えず、沼に多数いたオオハクチョウも既に
北へ帰った後でした。チカはもう釣れなくなったのか、
釣り人は1人だけでした。それでも少しは釣れるかな？
と思い車を止め水路をのぞくと、私の前にチカの群れが
見えました。早速釣りを始めましたが、少し釣れるとし
ばらくつれない時間があります。どうやら群れが小さい
からでしょう。2時間ほど頑張りましたが、釣れたのは
30匹ほどでしょうか。そろそろ干潮の潮止まりの時間で
す。今度は場所を変えてカレイ釣りに。昼食代わりにバ
ナナを食べ、て、「サー、カレイを！」と思いましたが、
思いのほか強い向かい風で仕掛けが飛びません。やっと
釣れたのは小さなカワガレイです。1時間ほどやって
やっと1匹クロガシラガレイが釣れました。痩せて卵ば
かりが目立つので、食べては美味しくはないかな？と思
いましたが、とても大きかったのと今季初のカレイだっ
たので持って帰ることに。身は唐揚げに、卵は煮つけに
していただきました。満足満足！
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